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振

興

会

長

あ

い

さ

つ 

   
海
老
江
地
域
振
興
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

杉
浦 

昇 

向
暑
の
候 

皆
様
方
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

時
節
柄
ご
自
愛
頂
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
日

頃
か
ら
地
域
振
興
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
２
０
２
０
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
と
し
て
、
明
る
く
活
気
の
あ
る
年
に

な
る
こ
と
を
予
想
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
世
界
中
に
蔓
延
し

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
イ

ベ
ン
ト
、
行
事
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学
校
ま
で
が
中
止
や
延
期
、

休
校
と
な
る
な
ど
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
変

な
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
４
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
、
感
染
防
止
策
と
し
て
毎
日
の
生
活
に
様
々
な
制
限

が
課
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

皆
さ
ん
の
安
全
確
保
の
た
め
、
地
区
主
催
の
行
事
に
つ
き
ま

し
て
当
面
の
間
、
中
止
ま
た
は
縮
小
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す

が
、
開
催
の
必
要
性
、
そ
し
て
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
振
興
会
・
自
治
会
が
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る
中
、
最
近
は
地
域
で
活
動
す
る

担
い
手
の
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
振
興
会
・
自
治

会
に
対
す
る
役
割
や
期
待
が
増
え
る
一
方
で
、
退
職
年
齢
の

引
き
上
げ
、
第
二
の
人
生
の
楽
し
み
方
の
多
様
性
の
た
め
に

人
材
の
確
保
が
難
し
く
、
ひ
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

機
能
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
も
、
そ

し
て
次
の
世
代
に
も
海
老
江
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
地
域
に
す
る
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
問
題
を
皆
様
と
一
緒

に
考
え
、
解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
二
年
度
自
治
（
地
域
）
振
興
会 

 
 
 

定
期
評
議
委
員
会 

書
面
評
決
結
果 

 

令
和
二
年
度
定
期
評
議
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面
評
決
に
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
、
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

〇
海
老
江
地
区
自
治
振
興
会
（
評
議
員
数 

28
名
） 

 
 

賛
成 

28
名 

反
対 

0
名 

〇
海
老
江
地
域
振
興
会
（
評
議
員
数 

41
名
） 

 
 

賛
成 

41
名 

反
対 

0
名 

 

令
和
二
年
度 

海
老
江
地
域
振
興
会
事
業
計
画 

4
月
12
日
（
日
） 

内
川
清
掃 

4
月
26
日
（
日
） 

定
期
評
議
委
員
会
（
書
面
評
決
） 

6
月 

 
 

企
業
と
の
懇
談
会
（
中
止
） 

6
月
16
日
（
火
） 

富
山
新
港
火
力
安
全
協
議
会 

6
月 

 
  

日
本
海
ガ
ス
安
全
協
議
会
（
中
止
） 

7
月
1
日
（
水
） 

振
興
会
ニ
ュ
ー
ス
発
行 

7
月
5
日
（
日
） 

海
岸
一
斉
清
掃 

7
月
18
日
（
土
） 

海
浜
公
園
安
全
祈
願
祭
（
未
定
） 

8
月
2
日
（
日
） 

ふ
れ
あ
い
・
漁
り
火
道
路
除
草 

8
月
8
日
（
土
） 

納
涼
盆
踊
り
の
夕
べ
（
中
止
） 

8
月
15
日
（
土
） 

第
72
回
平
和
祭 

8
月
下
旬 

 
  

 

令
和
2
年
度
市
事
業
に
対
す
る
要
望 

書
の
提
出 

9
月
6
日
（
日
） 

敬
老
会
（
未
定
） 

9
月
27
日
（
日
） 

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
新
湊
除
草
（
未
定
） 

10
月
4
日
（
日
） 

第
44
回
住
民
運
動
会
（
未
定
） 

10
月
18
日
（
日
） 

射
水
市
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

11
月
1
日
（
日
） 

富
山
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
０
（
中
止
） 

11
月
3
日
（
祝
） 

海
老
江
コ
ミ
セ
ン
文
化
ま
つ
り 

（
コ
ミ
セ
ン
主
催
） 

令
和
2
年 

1
月
1
日
（
金
） 

振
興
会
ニ
ュ
ー
ス
発
行 

1
月
10
日
（
日
） 

左
義
長
の
集
い
（
コ
ミ
セ
ン
主
催
） 

 

海
老
江
振
興
会
ニ
ュ
ー
ス 

No.82 

発
行
日 

令
和
二
年
七
月
一
日 

発
行
所 

海
老
江
地
域
振
興
会 

発
行
責
任
者 

 

杉
浦 

昇 

編
集
責
任
者 

 

米
本 

進 
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新
任
役
員
、
委
員
の
紹
介 

 

一
． 

海
老
江
地
区
自
治
振
興
会
理
事 

 
 
 
 
 
 
 

岩
井 

昭
人 

 

（
浜
開
自
治
会
） 

二
． 

県
青
少
年
育
成
県
民
運
動
推
進
指
導
員 

 
 
 
 
 
 
 

老
田 
勇
治 

 

（
浜
開
自
治
会
） 

三
． 

射
水
市
青
少
年
補
導
委
員 

 
 
 
 
 
 
 

岡
崎 

勝
利 

 
（
中
町
自
治
会
） 

 
 
 
 
 
 
 

南 
 

真 
 
 

（
練
合
自
治
会
） 

四
． 

射
水
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員 

 
 
 
 
 
 
 

五
十
嵐 

環
樹 

（
東
町
自
治
会
） 

五
． 

射
水
市
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
員 

 
 
 
 
 
 
 

新
中 

勉 
 
 

（
中
町
自
治
会
） 

 
 
 
 
 
 
 

五
十
嵐 

一
郎 

（
練
合
自
治
会
） 

六
． 

射
水
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員 

 
 
 
 
 
 

波 

れ
い
子 

 

（
七
軒
自
治
会
） 

 
 
 
 
 
 

藤
平 

浩
治 
 

（
東
町
自
治
会
） 

 
 
 
 
 
 

米
原 

光
祐 

 

（
東
町
自
治
会
） 

  

令
和
成
元
年
度 

 
 

  

海
老
江
地
区
要
望
の
回
答
が
届
く 

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

要
望
： 

①
旧
海
老
江
屯
所
に
予
備
信
号
機
の
設
置 

②
海
浜
公
園
内
の
堀
岡
方
面
か
ら
の
道
路
に
「
止

ま
れ
」
標
識
設
置
及
び
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
布
設 

③
海
浜
公
園
道
路
内
に
駐
停
車
禁
止
の
告
知
看

板
の
設
置 

④
横
断
歩
道
の
実
施
（
東
明
中
町
富
山
信
金
射
北

支
店
前
） 

⑤
信
号
機
の
設
置
（
市
道
海
老
江
154
号
線
拡
完

了
済
み
） 

⑥
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
（
東
明
中
町
２
箇
所
、

西
町
１
箇
所
） 

回
答
： 

①
市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
北
側
の
退
避
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
い
も
の
の
、
現

状
で
問
題
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。」
旨

の
回
答
を
得
ま
し
た
。
貴
振
興
会
か
ら
も
射
水
警

察
署
へ
直
接
要
望
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
、
市
か
ら
も
射
水
警
察
署
へ
要
望
し
ま

す
。 

 
②
【
生
活
安
全
課
】 

市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
当

該
交
差
点
は
、
従
道
路
側
に
一
時
停
止
標
識
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
上
、
主
道
路
側
に
も
一
時

停
止
規
制
を
行
う
と
、
優
先
関
係
が
不
明
確
に
な

り
、
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
設
置

の
必
要
性
は
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。」
旨
の
回

答
を
得
ま
し
た
。
貴
振
興
会
か
ら
も
射
水
警
察
署

へ
直
接
要
望
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
、
市
か
ら
も
射
水
警
察
署
へ
要
望
し
ま
す
。 

 

【
港
湾
・
観
光
課
】 

 

道
路
中
央
線
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
該
当
道
路
を

管
理
し
て
い
る
県
に
要
望
し
ま
す
。 

③
【
生
活
安
全
課
】 

市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
当

該
箇
所
に
つ
い
て
は
、
公
園
へ
の
接
続
道
路
の
性

格
が
強
く
、
不
特
定
多
数
の
車
両
の
通
過
が
見
込

め
な
い
こ
と
等
か
ら
、
駐
車
禁
止
規
則
は
難
し
い

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
道
路
管
理
者
や
地
域

で
注
意
喚
起
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。」
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
貴
振
興
会

か
ら
も
射
水
警
察
署
へ
直
接
要
望
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
市
か
ら
も
射
水
警

察
署
へ
要
望
し
ま
す
。 

 

【
港
湾
・
観
光
課
】 

 

駐
停
車
禁
止
の
告
知
看
板
設
置
に
つ
い
て
は
、
該

当
道
路
を
管
理
し
て
い
る
県
に
要
望
し
ま
す
。 

④
市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
当
該
箇
所
へ
の
横
断
歩
道
新
設
に
つ
い
て
は
、

利
用
状
況
等
を
調
査
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。」

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
貴
振
興
会
か
ら
も
射
水

警
察
署
へ
直
接
要
望
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
市
か
ら
も
射
水
警
察
署
へ
要
望

し
ま
す
。 

⑤
市
か
ら
射
水
警
察
署
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
退
避
ス
ペ
ー
ス
や
利
用
者
数
の
問
題
か
ら
、
現

状
で
は
、
新
規
の
設
置
は
困
難
と
認
め
ら
れ
ま

す
。」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
貴
振
興
会
か
ら

も
射
水
警
察
署
へ
直
接
要
望
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
市
か
ら
も
射
水
警
察
署

へ
要
望
し
ま
す
。 
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⑥
市
内
全
域
に
お
い
て
、
交
通
安
全
対
策
の
要
望

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
優
先
順
位
を
勘
案
の

上
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
等
を
検
討
し
ま
す
。 

道
路
の
改
良
に
つ
い
て 

要
望
： 

①
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
東
町
地

内
市
道(
6m)
新
設
の
要
望 

②
既
存
国
道
415
号
線
が
最
近
の
大
型
車
に
耐
え

ら
れ
る
か
の
道
路
診
断
と
対
策
実
施 

③
既
存
国
道
415
号
線
側
溝
等
の
劣
化
に
と
も
な

う
危
険
個
所
の
点
検
修
理
（
特
に
中
町
地
区
） 

回
答
：
①
市
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
性
及
び

緊
急
性
等
を
考
慮
し
順
次
整
備
し
て
い
ま
す
。
本

路
線
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
ま
す
。 

②
管
理
者
で
あ
る
県
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
へ
要

望
し
ま
す
。 

③
管
理
者
で
あ
る
県
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
へ
要

望
し
ま
す
。 

海
老
江
海
浜
公
園
に
つ
い
て 

要
望
： 

①
第
２
期
工
事
の
早
期
完
成
と
背
後
地
の
計
画

見
直
し 

②
現
在
の
海
水
浴
場
の
維
持
管
理
の
充
実
強
化

と
に
ぎ
わ
い
創
造
の
施
策 

③
人
工
リ
ー
フ
に
つ
い
て
は
地
元
と
の
合
意
し

た
工
事
に
よ
り
、
早
期
の
完
成
。 

回
答
： 

①
海
岸
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
元

の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
国
・
県
へ
働
き
か
け
ま

す
。 

②
海
水
浴
場
の
維
持
管
理
や
賑
わ
い
創
出
は
、
今

後
も
海
老
江
地
域
振
興
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
運
営
し
ま
す
。 

③
海
岸
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
元

の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
国
・
県
へ
働
き
か
け
ま

す
。 

海
老
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

要
望
：
南
側
空
地
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
化
（
駐
車
場
の

増
設
） 

 

回
答
： 

限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
老
朽
度
や
損
傷
度
を
勘
案

し
、
緊
急
性
の
高
い
事
案
の
改
修
（
修
繕
）
を
優

先
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
要
望
事
項
に

つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
施
設
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。 

海
老
江
児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

要
望
： 

既
存
の
和
式
ト
イ
レ
（
３
箇
所
）
を
洋
式
に
改
装

す
る
。 

回
答
： 

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
等
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。 

防
波
堤
の
安
全
対
策
に
つ
い
て 

要
望
： 

海
老
江
地
内
の
防
波
堤
亀
裂
箇
所
等
の
点
検
修

理 

回
答
： 

防
波
堤
の
点
検
修
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管
理
者

で
あ
る
県
に
要
望
し
ま
す
。 

高
波
、
浸
食
対
策
に
つ
い
て 

要
望
： 

高
波
に
対
処
す
る
海
老
江
海
岸
の
抜
本
的
浸
食

対
策
と
工
事
促
進
及
び
流
木
等
処
理
対
策 

回
答
： 

高
波
、
浸
食
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

地
元
の
ご
意
見
を
賜
り
な
が
ら
、
国
・
県
へ
働
き

か
け
ま
す
。 

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
な
ど
の
樹
木
管
理
に
つ
い
て 

要
望
： 

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
・
公
園
・
ふ
れ
あ
い
道
路
・
漁

火
道
路
に
於
け
る
樹
木
を
定
期
的
に
剪
定
し
環

境
整
備
の
実
施 

回
答
： 

全
て
の
樹
木
を
毎
年
剪
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
今
後
も
、
少
し
ず
つ
で
す
が
、
優
先
度
の
高

い
も
の
か
ら
順
次
作
業
を
行
い
ま
す
。 

東
明
七
軒
の
街
灯
に
つ
い
て 

要
望
：  

東
明
小
学
校
と
富
山
高
専
間
の
南
北
道
路
夜
間

暗
く
て
危
険
な
た
め
街
灯
の
増
設 

回
答
：  

電
柱
共
架
施
工
で
整
備
し
て
い
き
ま
す
。 

雨
水
対
策
に
つ
い
て 

要
望
：  

国
道
415
号
線
側
溝
等
の
ジ
ェ
ッ
ト
洗
浄
に
よ
る

全
面
清
掃 

回
答
：  

管
理
者
で
あ
る
県
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
に
要
望

し
ま
す
。 

石
炭
灰
処
分
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て 

要
望
： 

海
老
江
地
内
の
北
陸
電
力
㈱
石
炭
灰
処
分
場

（
B
区
画
）
の
埋
め
立
て
完
了
後
の
有
効
活
用 

回
答
： 

未
利
用
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
業
を
誘
致
す
る

な
ど
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
、
県
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。 

県
道
、
七
美
・
荒
屋
線
の
建
設
促
進 

回
答
： 

射
水
市
の
重
点
事
業
で
あ
る
（
仮
称
）
七
美
四
方

荒
屋
線
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
に
一
部
区
間

の
予
備
設
計
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
工
事
の

早
期
着
手
に
向
け
て
県
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
に

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。 
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令
和
元
年
度 

 

〇 

秋
の
叙
勲
・
褒
章
関
係 

 
 
 

瑞
宝
単
光
章
（
元
新
湊
市
消
防
団
分
団
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
林 

三
昌 

○ 

ス
ポ
ー
ツ
関
係 

 
 

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会 

 
 
 

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

 
 
 

波 

れ
い
子 

 
 
 
 
      

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労 

 
 

（
公
財
）
射
水
市
体
育
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
表
彰 

 
 
 
 

個
人
（
ヨ
ッ
ト
） 

 
 
 

村

田

 
朱 

（
公
財
）
射
水
市
体
育
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
表
彰 

 
 
 
 

個
人
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
） 

山
本 

隼
也 

○ 

第
14
回
射
水
市
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル 

 
 

一
般
花
壇
部
門 

銀
賞 

 
 
 

海
老
江
花
と
緑
の
会 

代
表 

大
久
保 

辰
男 

○ 

消
防
関
係 

富
山
県
知
事
表
彰 

精
勤
彰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
分
団
長 

中
野 

雅
之 

 
 
 

富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰 

勤
続
緑
花
章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

団 

員 
 

 

道
平 

慎
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

団 

員 
 

 

川
尻 

俊
二 

                      

団 

員 
 

 

嶋
倉 

晋
也 

 

                             

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

NO サークル名 活動内容 活動日時

1 囲碁クラブ 囲碁の練習 月曜日（13時～16時半）
2 子供空手 基本動作・組手 月曜日（18時～21時）
3 桐　華 大正琴 月曜日（19時半～21時）
4 美味しんぼ 男性料理教室 第2月曜日（10時～13時）
5 しゅんこう ちぎり絵教室 第2月曜日or第2火曜日（13時～16時）
6 いきいき教室 高齢者のための軽体操 第3月曜日（10時～11時半）
7 太極拳 太極拳 第2、第4月曜日（10時～12時）
8 はまなす 大正琴 火曜日（9時半～12時）
9 憂菖会 新日本舞踊 火曜日（13時～19時）
10 書道教室 書道 火曜日（19時半～21時）
11 みのり会 大正琴 火曜日（19時半～21時）
12 アレンジフラワークラブ アレンジフラワー 第3火曜日（16時～17時半）
13 楽々グループ 大正琴（初心者） 水曜日（9時半～12時）
14 古着リフォーム教室 古着のリフォーム 第2,第4水曜日（10時～15時）
15 パソコンサークル パソコン教室 水曜日（13時半～16時）月２回
16 レッツ英ＧＯ 英会話 水曜日（15時半～19時半）
17 ひまわり カラオケ 水曜日（19時～21時）
18 すみれ会 民舞 水曜日(19時～21時)
19 大人空手クラブ 基本動作・組手 木曜日(18時～21時)
20 クレール・クレール 雑貨ハンドメイド 第2,第4木曜日(19時半～21時)
21 脳トレきときと 脳トレ 第2木曜日(10時～12時)
22 木蓮 寄せ植え 第4木曜日(9時半～12時)
23 きららか 大正琴 金曜日（9時半～12時）
24 囲碁同好会 囲碁の練習 金曜日（13時～16時半）
25 すずらん カラオケ 金曜日(19時～21時)
26 なぎさ会 合唱 第2,第4土曜日(10時～11時)
27 絵手紙教室 絵手紙 第2土曜日(13時半～15時半)
28 百人一首の会 百人一首 土曜日(17時半～21時半)

海老江コミュニティセンターサークル一覧（令和2年6月現在）

編 集 後 記 

イベント自粛等の影響で記事が例年より少なくなってしまいましたが、緊急事態宣言が解除され少し

ずつではありますが「いつもの日常」に戻り始めています。海老江コミュニティセンターにおいても施

設利用が再開され、一部のサークルが活動を再開しています。「いつもの日常」に戻った際には、下表の

サークル等に参加して余暇を過ごしてみるのも良いかもしれません。            （Y記） 

お問合せ先：海老江コミュニティセンター 


